
 

 

 

1月 13日（水）那須高等学校にて、今年度２回目

となる授業科目「総合的な探究の時間」における「地

元友だちプロジェクト」が開かれました。地域人とし

ての基礎力を高めることを目的として長期的に活動

するプロジェクトで、１６名の生徒が参加しました。  

今回は、那須町在住である視覚障がい者の渡辺
わたなべ

伸
のぶ

勝
かつ

さんとの交流でした。渡辺さんは、病気のため両目の

視力を失い脊椎損傷のため車いす生活をしています。

交流会ではいろいろな質問が出ましたが、とても明る

い性格の渡辺さんはユーモアを交えて丁寧に答えて

いました。最後に、生徒からの感想を聞き「いろいろ

な立場の人がいること、そして困っている人がいたら

自ら進んで声を掛けてほしい」と伝えました。交流を

通じて地域にいる人に思いやりを持ち、将来の自分を

見据えることを学びました。これからも継続的に渡辺

さんとの繋がりを大切にしていただきたいと思いま

す。 

 

 



「FUKUSHIMAこころつなぐプロジェクト」は、

東日本大震災後の福島の避難者、特に子どもの問題

に関心をよせる学生、教師、医療関係者、市民が国

内外の人々をつなぎ、相互交流を通じた情報交換、

支援、連携等を行い、協働活動の推進を図り、我が

国の教育・保育・地域の発展に寄与することを目的

として設立されました。この 

10年、様々な活動をしてき 

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東日本大震災から１０年 
～支援を続ける FUKUSHIMAこころつなぐプロジェクト～ 

 ２０２１年３月１１日で、東日本大震災から１０年を迎えました。被災地では、これまで多く

の市民やNPO、企業・団体などによるボランティア活動が行われ、復興の力となってきました。 

「NPO法人 FUKUSHIMAこころつなぐプロジェクト」は、震災後に立ち上げられ、現在も支

援を続けている団体です。その活動について、望月一枝代表に紹介していただきました。 
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二本松根柄山団地で 

自治会長さんたちと交流 

２０２０年１０月１７日（土）に二本松根柄

山団地の自治会役員さんたちとの交流をして

きました。二本松根柄山団地自治会から６人、

FUKUSHIMA こころつなぐプロジェクトか

ら 6 人、那須塩原市高林そば研究会から 3人

が丸くなって、それぞれの思いを話すことがで

きました。 

 新潟県十日町市の棚田のお米を届ける 

棚田のお米と避難者を応援するために 

 十日町の棚田のお米は、６７歳の相澤さんと

後継者が山の水だけで、一度だけの農薬除草、

粘土質の田んぼで作ったお米です。（玄米を精

米したとき、糠がとてもいい香りであることに

驚きました）。このお米を６５世帯に届けるこ

とは、棚田のお米への応援と二本松根柄山団地

への応援をむすぶ試みです。静岡の前田さんが

茶パック１５０袋を寄付してくれ、ふっくらご

はんとお茶を召し上がってほしいと思いまし

た。 

 

６５戸の皆さんへ棚田のお米と手打ちそばを 
 

那須塩原市高林そば研究会（君島照明会長）

は、手打ちそば１７０食分をそばつゆも添えて

準備してくれました。そば打ち名人が集う高林

そば研究会では１６日の夜、心を込めて美味し

い手打ちそばを打っていました。 

 

前夜に高林そば研究会の皆さんが手打ち 
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高林そば研究会女性部の方が、７０人分の手づ

くりマスクやコースター、香り高いラベンダース

ティックなどを用意してくれました。2人で準備

するのは皆さんへの思いなくしてはできないこ

とだと感じます。保冷器で運んだそばつゆも各戸

に添えてあります。 

 

女性部の手づくりマスクと    そばつゆ 

ラベンダースティックなど 

 

お米やそばを分ける作業のあとに 

 

十日町棚田の 

お米を袋詰め 

 

静岡のお茶 

 

各世帯に応じた手打ちそば分け 

 

お互いの思いを交流 
 

二本松根柄山団地の自治会（大浦二三雄会長）

の大浦さんがお米を運ぶ台車を用意してくれて

いました。たまたま、当日の早朝、団地の一人

暮らしの方が体調を崩し、会長や副会長たちが

駆けつけ、難を逃れたことを伺いました。大浦

会長は、自治会の役割を改めて感じたと話して

くれました。９年半前の３．１１では、高齢の

親との困難な避難に加えて、混乱している避難

所で自ら調整役を買って出たこと、皆に公平に、

特にすばやくモノを確保できない人たちのため

に頑張ったことを語ってくれました。何度もの

病気告知に３.１１以後、熟睡した夜がないとい

う方が、障害を持った子どもを抱えてこれから

不安だという話に対して、ともかく、今を精一

杯生きることだと励ましてくれました。参加者

みんなの共通の課題は、高齢者介護で、自分た

ちがつながりあえるコミュニティをどのよう

につくるかにかかっていると感じました。 

今後は高齢化が進む那須塩原市のつながり  

も耕していきたい と思い、２０２１年２月那

須塩原市役所を訪問しました。第 8期那須塩原

市高齢者福祉計画が策定されるとのこと、これ

に基づいた活動もしていきたいと思います。 



 

 

 

  

とんぼの会を卒業する３年生が、インタビューに答えてくれたよ！ 

①とんぼの会に入ろうと思ったきっかけは？ 

②印象に残っている活動は？ 

③これからボランティアを始めようと思っている中高生へメッセージ 

益子瑶菜さん 

①中学時代から続けてい
たボランティア活動を
通して、人との繋がりを
広げたかったからです。 

②高齢者や障害のある人
の読み書き支援などを
行っているアイサポー
ト那須さんと視覚障が
い者の方々との活動で
す。とても元気をもらい
視覚障がい者の方への
対応の知識も身に付け
ることができました。      

③迷ったらぜひ小さな行
動から初めてみてくだ
さい。自分から行動をし
て素敵な仲間と出会い
ましょう。 

秋元莉子さん 

①母にボランティアをや
りたいと相談したとこ
ろ、とんぼの会を紹介し
てもらったのがきっか
けです。 

②三島神社で行われる地
域の自然体験塾です。理
由は、子ども達の想像力
の豊かさに驚き、また地
域の方と交流でき積極
的に活動できたと感じ
たからです。     

③ボランティア活動は少
しでも地域の力になる
ことができ、自分自身を
成長させることができ
ます。ぜひ興味のある人
は始めることをお勧め
します。 

宇賀神菜ノ葉さん 

①ボランティアに興味が
あったからです。 

②地域の方々とたくさん
関わる事が出来たので
自然体験塾です。マイ箸
を作って流しそうめん
をしたことが特に印象
に残っています。 

③誰かの為になることは、
やりがいがあります。 

小高明日奏さん 

①ボランティアサマース
クールに参加した時、と
んぼの会の紹介を見て
興味を持ったからです。 

②シルバースポーツ大会
の手伝いです。参加して
いる方とたくさん話が
できたことと、活動中に
お礼を言われたことが
とても嬉しかったから
です。 

②ボランティア活動を通
して、学校生活では得る
ことのできない様々な
経験ができました。皆さ
んもとんぼの会でたく
さんの発見をしてくだ
さい。 

坂内杏奈さん 

①福祉に興味があったか
らです。 

②視覚障がい者の方々と
の交流会です。初めて視
覚障がい者の方と接し
て、相手のことを考えな
がら行動したりコミュ
ニケーションをとるこ
とが大切だと思いまし
た。 

③ボランティアを通して
学ぶことがたくさんあ
るので、ぜひボランティ
アに参加してみてくだ
さい。 

清水菜衣さん 

①今まで部活が忙しく、ボ
ランティをやったこと
がなかったので、ボラン
ティアをやりながらた
くさんの人と関わりた
かったからです。 

②シトラスリボン作りが
印象に残りました。コロ
ナ禍で頑張ってくださ
っている医療関係者の
方たちのために私でも
できることがあって良
かったし、みんなで協力
して作れたと思います。 

③ボランティアは誰かの
役に立つことができる
と同時に、多くの人との
出会いがあって自分へ
の刺激にもなると思い
ます。 

立澤香梅さん 

①人のために働きたいと
思ったのと、大学で社会
福祉系に進むため、何か
学べることはないかと
思ったからです。 

②３年生になってからと
んぼの会に入会しまし
たが、みんな優しく、楽
しく活動することがで
きました。数少ない活動
でしたが、参加できてと
ても良かったと思って
います。 

③ボランティアで経験し
たことや学んだことは
これからの力になると
思うし、何よりも楽しい
です。頑張ってくださ
い。 

田代晴香さん 

①中学生の時にボラン 
ティアサマースクール
に参加して、高校生にな
ってからもボランティ
ア活動を継続したいと
思ったからです。 

②シルバースポーツ大会
の手伝いです。お年寄り
の方に対して、声はどの
くらいの大きさがいい
かなどを考えながら活
動しました。 

③ボランティアは他校の
人と交流できたり、ボラ
ンティア先で多くの方
と知り合うことができ、
学ぶことも多いです。 

シルバースポーツ大会のようす
（201９年 6月）  04 
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星知里さん 

①ボランティア活動をし
たいと考えていた時に、
とんぼの会を知ったこ
とがきっかけです。 

②視覚障がい者の方々と
の交流と、託児ボランテ
ィアで障害のある子ど
も達と接したことです。
これらの活動は、コミュ
ニケーションがうまく
取れなかったり、配慮が
足りなかったりと自分
の力不足を痛感したの
で、強く印象に残ってい
ます。また、これらの活
動を通して、改めて人と
接することの大切さを
感じることができまし
た。 

③ボランティア活動を通
して、何事にもチャレン
ジする精神を学びまし
た。ボランティア活動に
おいても、臆せずに様々
なことにチャレンジし
てみてください。 

人見晴花さん 

①中学生の時に初めてボ
ランティア活動に参加
してから、ボランティア
に対して興味を持ち、中
学卒業後も続けたいと
思っていた時にとんぼ
の会があることを知り
入会しました。 

②シルバースポーツ大会
です。参加者の方々が笑
顔でとても元気に参加
している姿を見て、私も
元気になれました。 

③今の状況ではイベント
などが中止になってい
て、活動が制限されてい
ますが、ボランティアは
様々なことを学ぶこと
ができるので進んで参
加してほしいです。 

山本藍美さん 

①新しいことに挑戦して
みたかったからです。 

②チャリティウォークで
す。１６キロという長い
道のりを歩くこと自体
なかなかないのでとて
もいい経験でした。地域
の方々の応援や友達と
の励まし合いがなかっ
たらゴールできなかっ
たと思います。それほど
声援や友達の力は大事
だと感じました。 

③より多くのボランティ
アに参加して積極的に
動きましょう。 

時庭爽夏さん 

①ボランティア活動が好
きだったからです。 

②シトラスリボン作りで
す。今のコロナ禍ならで
はの活動で、全て手作業
で作られるリボンに感
動しました。早くコロナ
が収まってほしいです。 

③ボランティアをするこ
とによって磨かれるボ
ランティア精神は、これ
から生きていく中で必
ず役に立ちます。誰かの
ために動きたいと思う
ことは、素晴らしいこ
とです。 
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磯桃果さん 

①中学生の頃に、ボラン 
ティア部という部活動
に加入しており、活動に
大きなやりがいを感じ
ていました。高校生にな
っても、ぜひボランティ
アを続けたいと思って
いたので入会しました。 

②視覚がい者の方々との
交流会です。視覚に障害
を持つ方とはそれまで
全く接点がなかったの
でとても緊張してしま
いましたが、とにかく丁
寧に接するように心掛
けました。皆さんとても
明るく、経験が浅く頼り
なかったであろう私の
サポートを笑顔で受け
入れてくださった上に、
一緒に純粋に野外活動
を楽しんでくださった
ので、嬉しく感じまし
た。最後に、私が担当し
たご夫婦から「あたなは
孫のような存在だよ」と
おっしゃっていただく
こともできて、本当に参
加して良かったと思い
ました。 

③初めてボランティアに
参加することには勇気
が少し必要かもしれま
せんが、ボランティアで
得られる経験は成長の
糧となるので、まずは第
一歩を踏み出してみて
ほしいです。とんぼの会
にはたくさんの活動の
機会があるので、興味を
持ってくれた方はぜひ
入会してくださいね。 

菅俣琴美さん 

①公民館で行われている
イベントの手伝いを個
人的にしている時に、と
んぼの会の方々もいて
そこで誘っていただき
ました。 

②稲村公民館で行われて
いたこども体験塾です。
何度も参加させていた
だいて、一緒に料理をし
たり、運動できて楽しか
ったです。また、覚えて
いてくれた子がいたこ
とが嬉しかったです。 

③「やってみようかな」「気
になるな」はやってみて
損はないと思います。失
敗も成功もして経験値
を溜めておくと、後々楽
だったりすることもあ
るかと思います。 

高木夢果さん 

①中学生の時にとんぼの
会の説明会のプリント
が配られたことです。ボ
ランティアに興味があ
ったのでいろんな活動
をしてみたいと思い入
会しました。 

②地域のお祭りやイベン
トの手伝いです。お祭り
やイベントは、皆が協力
してひとつになって作
り上げる雰囲気と仕事
がたくさんある充実感
がとても楽しく印象に
残っています。特にシル
バースポーツ大会の手
伝いでは活動を通して
高齢者の方と話をする
ことの楽しさを改めて
感じることができまし
た。 

③ボランティアは大変な
こともあるけれど、それ
を上回る楽しさと学べ
ることがあると思いま
す。少しでもとんぼの会
やボランティアに興味
があるならぜひ参加し
てみて欲しいです。 

チャリティウォーク 
（20２０年９月）  

視覚障がい者の方々との交流会
（20１８年７月）  



 

            皆様からお預かりしました収集物を以下のとおり寄付いたしましたので 

ご報告いたします。 

≪空き缶のプルタブ≫ 

【令和２年３月～令和３年２月分】 ２１．０ｋg  

※障害者福祉施設に寄付し、施設の活動に役立てられています。 

≪使用済み切手、未使用・書損じハガキ、テレホンカード、外貨コイン・紙幣≫ 

【令和２年３月～令和３年２月分】 

 ○使用済み切手        ５．１ｋｇ 

 ○未使用ハガキ ４１円      ４０枚   ○書損じハガキ ４１円       ２枚 

５０円     １２７枚           ５０円       ６枚 

        ５２円     ２１８枚           ５２円      １６枚 

        ６２円     １０６枚           ６２円       ４枚 

        ６３円       １枚           ６３円      １０枚                            

○テレホンカード         １５枚   ○外貨コイン・紙幣 上記期間に預かった分 

※アジア学院に寄付し、施設の活動に役立てられています。 

ご協力ありがとうございました 

 

 

 ２月２３日（祝）、ボランティア

センター本所にメンバー６名が集

まり、とんぼの会で収集している

ハガキやテレホンカード等の整理

とシトラスリボン作りを行いまし

た。初めて作るシトラスリボンに

悪戦苦闘しながらもひとつひとつ

丁寧に作成しました。 

 ２月２７日（土）、いきいきふれ

あいセンターにメンバー４名が集

まり、シトラスリボン作りを行い

ました。２日間で２７０個ほどの

シトラスリボンを作成することが

できました。これらのシトラスリ

ボンは医療従事者の方へ届けられ

ます。 

 ２月２６日（金）、とんぼの会を

代表して磯桃果会長と田代晴香さ

んの２名がアジア学院を訪問し、

今年度集まった収集物のハガキや

テレホンカード、外貨コイン・紙

幣、使用済み切手等を寄付しまし

た。毎年、この時期に寄付のため

アジア学院を訪問していますが、

今年度は新型コロナウィルスの影

響もあり例年より少なめの寄付で

はありましたが、アジア学院の

方々にとても喜んでいただきまし

た。コロナ禍でもできるボランテ

ィア活動のひとつとして、これか

らも収集ボランティア活動を継続

していきます。 

とんぼの会新規会員募集中！！ 
《入会条件》 

那須塩原市を拠点に 

活動できる高校生 

≪活動目的≫ 

ボランティア活動を通して 

地域社会に貢献する 

≪活動内容≫ 

市や地域イベントへの協力 

定例会・交流会など 

≪年会費≫ 

６００円 

（保険代等） 

【問い合わせ】那須塩原市社会福祉協議会 ボランティアセンター 
        那須塩原市南郷屋 5-163 健康長寿センター内 TEL：0287-47-6700  

収集物報告 
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 ２月 24日（木）、聴覚障がい者への理解を深め、地域

での過ごしやすい環境を知ることを目的に、地域支え合

い推進員 13名と社会福祉協議会職員 5名が那須塩原市

聴覚障害者協会の鈴木弘義代表と通訳者の矢吹陽子さん

を講師に迎え、手話体験講習をとようら公民館で開催し

ました。初めはお互いにとても緊張している様子でした。

手話体験では自分の名前やあいさつ、家族構成などの手

話を教わり、その他に災害の時の対応や要望など、生活

していてどんな事に困るのかご自身の体験や貴重な話を

聞かせていただきました。 

最後に鈴木さんが「街で見かけたら恥ずかしがらずに

肩を叩いて声をかけてくださいね。ジェスチャーでも通

じるんです。僕たちのことをわかってくれることが嬉し

いです。」と話してくださいました。 

体験後、推進員の方々に感想を聞いてみると、「難しか

ったけど楽しかった」「とても勉強になりました」などの

声が多く上げられていました。今後、鈴木 

さんから学んだ手話を地域の中で活用して 

いただけることを期待しています。 手話「 I  LOVE YOU 」のポーズ 

鈴木代表による手話体験講習のようす 

みんなで手話を学びました！ 
手話体験講習～初級編～ 
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 毎年、那須塩原市産業対策課からの依頼を受け

「点訳サークル でこぼこ」の皆さんが、点字の 

“ごみ出しカレンダー”を作成しています。会員同

士で手分けをして点訳し、チェックをしてから、最

後にいきいきふれあいセンターの点訳室で打ち出

し作業を行っています。ボリュームのある内容の点

訳と打ち出しをして完成させるまでには多くの時

間と労力がかかりますが、高秀代表を中心に「でこ

ぼこ」さんのチーム力で作り上げています。 

これらの点字ゴミ出しカレンダーは、希望された

視覚障がい者の方などへ配布されています。ご希望

の方は、下記までお問い合せください。 

【問い合わせ】 

那須塩原市廃棄物対策課一般廃棄物対策係 

TEL：０２８７－６２－７３０１ 

那須塩原市社会福祉協議会ボランティアセンター 

TEL：０２８７－４７－６７００ 

 
「点訳サークル でこぼこ」の皆さん 

「A地区」「B地区」それぞれあります！ 

「令和３年度ごみ出しカレンダー」できました！ 



 

 

 

                         

１月 

イベント ０件 ０人 

２月 

イベント ０件 ０人 

託児  ０件 ０人 託児 ０件 ０人 

その他 ５件 ５人 その他 ０件 ０人 

合計 ５件 ５人 合計 ０件 ０人 

 

団体 個人 

１２１団体 ８３人 

 

 

ボランティア活動実績 

ボランティア登録数（2 月 28 日現在） 

発行：社会福祉法人那須塩原市社会福祉協議会  

ボランティアセンター本所 TEL 0287-47-6700  FAX 0287-47-6690 

〒329-2705 那須塩原市南郷屋 5-163（健康長寿センター内） 

Ｅメールアドレス v.center@ns-shakyou.jp 

ホームページアドレス http://ns-shakyou.jp/ 

★メール、FAX、お電話で皆さまの感想や情報をお寄せください。 

  

【ボランティアセンター本所】 【ボランティアセンター黒磯】 

住 所：那須塩原市南郷屋５-１６３ 
健康長寿センター内 

電 話：０２８７-４７-６７００ 
F A X：０２８７-４７-６６９０ 
E メール：v.center@ns-shakyou.jp 

住 所：那須塩原市桜町１-５ 
いきいきふれあいセンター内 

電 話：０２８７-７３-００７３ 
F A X：０２８７-７３-００７３ 
E メール：k.vcenter@ns-shakyou.jp 

≪令和３年度ボランティア活動保険のご案内≫ 

◆ボランティア活動保険の加入対象 ➜ ボランティアセンター登録者・登録団体 
◆ボランティア活動保険の対象となるボランティア活動 

  日本国内における、自発的な意思により他人や社会に貢献する無償のボランティア活動で 

 ボランティアセンターに届け出されている活動が補償の対象となります。 

◆補償期間 ➜ 加入手続き完了日の翌日午前０時から令和４年３月３１日午後１２時まで 

◆保険料（年間／1 人）  

プラン 基本プラン 天災・地震補償プラン 

年間保険料 ３５０円 ５００円 

※基本プランと天災・地震補償プランの違いは？ 
 平時・災害時とも、基本プランでは地震・津波・噴火に起因するケガは補償対象外となりますが、

天災・地震補償プランでは補償対象となります。 
 

【重要】継続のお手続きは、３月末までにお済ませください。４月１日付で「ボランティア活動保険」の継続加入
を失念して後日加入された場合、新規加入扱いとなるため、「特定感染症補償」については保険期間の開始日から
その日を含めて１０日以内に発症した場合は補償の対象となりませんので、ご注意ください。「新型コロナウィル
ス感染症」は、令和２年度中に「特定感染症補償」に追加されています。 
 

ボランティア活動保険等についてのお問合せは、ボランティアセンターまでお願いいたします。 
 
 

      
 

http://ns-shakyou.jp/
mailto:v.center@ns-shakyou.jp
mailto:k.vcenter@ns-shakyou.jp

